
「福岡県・ニューサウスウェールズ交流促進訪問団」として、 

オーストラリア・ニューサウスウェールズ州を訪問しました !! 

 

当協議会の藏内勇夫会長（FAVA ワンヘルス福岡オフィス所長、日本獣医師会会長）

は、服部誠太郎福岡県知事を団長とする「福岡県・ニューサウスウェールズ交流促進訪

問団（以下、「福岡県訪問団」という。）」の一員として参加されました。 

 

 福岡県訪問団の日程は、８月４日（金）から１０日（木）まででしたが、藏内会長は、

８月５日（土）から９日（水）まで参加されました。 

 

 ８月６日（日）、福岡県訪問団は、シドニー福岡県人会と意見交換会を行われました。 

 シドニー福岡県人会は、２０１５年に発足し、オーストラリアのシドニーに住む福岡

県出身者や福岡県に縁のある人、福岡県をこよなく愛する人達で構成されています。 

 意見交換会には、福岡県とオーストラリアとの交流促進に尽力されている福岡日豪協

会、永倉基金の関係者の方々も参加されました。 

 

  

藏内勇夫会長                    服部誠太郎知事 

 

 



 ８月７日（月）、藏内会長は、福岡県訪問団の一員としてではなく日本獣医師会会長

として、「オーストラリア博物館」と「Sutherland Shire Animal Shelter」を視察され

ました。 

 

【オ―ストラリア博物館】 

 オーストラリア博物館は、１８７２年に創立された、オーストラリアで最も古い博物

館の一つです。この博物館は、オーストラリアの自然史、先住民文化、動植物、地質学

などの展示を通じて、教育と情報を提供しています。 

 オーストラリア博物館の有名な展示物には、「オーストラリアの恐竜化石」、「アボリ

ジニとトーレス海峡島民の文化」や「鉱物と宝石」などがあります。 

 

  

 



【Sutherland Shire Animal Shelter】 

 この施設は、Sutherland市がシドニー市と共同で運営している動物保護施設です。 

動物保護施設は、動物たちが安全で快適な環境で暮らし、新しい飼い主を見つめるた

めの施設です。 

 一般的な保護施設の活動には、「保護とケア」、「譲渡と里親募集」、「医療ケア」や「啓

発活動」などがあります。 

 

 街中で発見された迷い犬や迷い猫については、基本的に犬にはほぼすべてにマイクロ

チップが装着されているため、飼い犬を見つけけることができますが、猫にはマイクロ

チップが装着されていないケースや登録情報を参照しても飼い主が見つからないケー

スもあるそうです。 

 ニューサウスウェールズ州では、犬と猫へのマイクロチップ装着は、州法により義務

化されているそうですが、オーストラリア国内には、義務化されていない州も存在する

とのことです。 

 

  

  

 

 

２０２３年８月１０日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 


